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はじめに（震災で感じたこと） 
改めて東日本大震災の被害にあわれた皆さまには、謹んでお見舞い

申し上げるとともに、一日も早い復興と皆さまのご健康をお祈り申し上げ

ます。今まで同様に継続的支援の姿勢を持ちたいと思っております。 

2011年度は、東日本大震災、タイの洪水など自然災害の影響の大き

い年でございました。バンコク伊勢丹では、店舗は被害にあわなかった

ものの、販売員たちは、被災されたお客さま一人ひとりとご連絡をとり、

お手伝いできることはないか、伺いました。2012年、3月、被災し閉店せ

ざるを得なくなった、石巻三越の再オープンに立ち会わせていただきま

した。石巻のお客さまが、再オープンを待ち望み、非常に喜んでご来店

いただいた様子を見、お客さまの三越伊勢丹グループに対するご期待

と、その期待に応えようとする従業員の熱意を、肌で感じました。それぞ

れの思いに、三越伊勢丹グループの役割りを再認識いたしました。 

（復興支援に思うこと） 
私は「自グループはこういうことをして復興に協力している」というの

は少々おこがましいと思っています。その地域で店舗を営業し、本業を

通して、お客さまと関係性を持たせていただく中で、そのお客さまが少し

でも明るく元気になっていただくことが、三越伊勢丹グループの役割りと

考えております。＋α ではなく、私たちの本業が自然体で社会課題の解

決につながっている、これが、三越伊勢丹グループのCSRなのではな

いかと思っております。もちろんいままでと同じようにチャリティ活動は

永久的に続けてまいります。 

（重点3分野と地域・社会貢献） 
さて、三越伊勢丹グループはこれまでのCSR活動において、「環境改

善」「品質・安全性」「雇用人材」の3つに重点を置いて、取り組んでまいり

ました。今後もこの3分野についての考え方は継続してまいります。また、

それらとともに、「地域・社会貢献分野」についても、特に本業の中で実

践してまいります。 

（本業を通じてのCSR～地域・社会貢献） 
小売業という本業を通じ社会の要請に応えた例として、2011年度より、

グループで実施した「JAPAN SENSES」（ジャパン センスィズ）年間

キャンペーンがあります。 

世界に通じる、日本の優れた技術、四季を通じた美意識、日本の良さ

を、新しい価値として再認識し、日本を元気にする取り組みです。作り手

（産地）と使い手（お客さま）をつなぐ役割りとして、日本のさまざまな地

域のモノ、コトを、現代に置き換え、ご紹介いたしました。 

日本全体で日本を盛り上げていくという力の一部としての役割りを、今

後も果たして行きたいと考えております。 

（販売員からスタイリストへ） 
また、2011年度より、当グループにおいて、最も重要な役割りを担っ

ている、お買い場で「販売」する方々の、「販売員」という社内呼称を「ス

タイリスト」に変更いたしました。「お買い場に立つ一人ひとりが、衣食住

すべてにおいて、お客さまの生活そのもののお役にたてるよう、提案を

続け、満足を届け、感動を届けるという役割り」を意味します。お客さま

の感動を自らの感動とするスタイリストがイノベーションを起こしやすい、 

 

 

働きやすい環境を整え、震災後の社会の変化による、お客さまのご要

望の変化を汲み取り、ご期待に応えていきたいと考えております。 

（新たな関係性） 
三越伊勢丹グループ3ヵ年計画が2012年スタートいたしました。より多

くのお客さまに、暮らしの中でより身近な存在になるべく、様々な「顧客

接点の拡大と充実」を図ってまいります。例えば、お客さまが、日々の生

活で行動する範囲である駅に、欲しいときに、好きなように、欲しいモノ

だけ買える、化粧品の小型店舗「イセタン ミラー メイク&コスメティック

ス」を2012年3月6日オープン、また、羽田空港には、国内外をアクティブ

に飛び回るビジネスパーソンや、バカンスを楽しむ方々に向けた、旅の

“緊張感”や“癒し”をテーマとしたライフスタイルをご提案した「イセタン

羽田ストア」を2012年4月20日オープンし、今までにない場所で、新たな

お客さまとの関係づくりをスタートさせています。2014年には成都2号店

を完成させ、海外店舗やまた国内の通信販売など、新たな販売業態の

拡充展開、目に見える形でご覧にいれ、「マイストア」としてより便利にご

利用いただけるよう、努めてまいります。 

（新宿伊勢丹本店のリモデル） 
新宿伊勢丹本店は、2013年3月のグランドオープンに向けて、約90億

をかけ、世界最高のファッションミュージアムの実現を目指しています。

百貨店は、単に「モノ」を売る場所ではなく、お客さまが自然に集う、魅力

的な場所でなくてはなりません。世界No.1のデパートメントストアを実現

するためには、「モノ」「コト」、「販売サービス」と同じように「空間・環境」

であると考え、お客さまに心地良く、気持ちのいい環境でお買物をして

いただき、最高のサービス（おもてなし）で、最高のご満足、感動を感じ

て頂ける店創りをしてまいります。圧倒的な独自性を持った店を創り上

げ、「百貨店の復活」そして、未来へ向けての強いメッセージを発信して

いきます。 

（ISO26000・終わりに） 
2010年、社会的責任に関するガイダンスがISO26000として発行されま

した。三越伊勢丹グループもこれに沿って、社会的課題を再認識し、

CSR活動を推進してまいります。 

不透明な国際経済の先行きや、社会の変化の中で、様々な社会の課

題に対して、向きあっていくことを使命として、CSRの分野においても積

極的に挑戦し続け、世界随一の小売サービス業グループの実現をめざ

します。 

 

再生への新たな一歩を踏み出している被災地の皆さまの 

ご健康をお祈り申し上げますとともに 

三越伊勢丹グループとして、 

明るい未来のために力を合わせてまいります。 

代表取締役執行役員 

被災地の新たな再生を、強く願って 

大西 洋 



        三越伊勢丹の新たな価値発信 

        ～JAPAN SENSES（ジャパン センスィズ）の取り組み～ 

三越伊勢丹グループCSRレポート2012 

4 

特集 

① 

 

質的世界随一の小売サービス業グループを目指す、 

全員参加の取り組み 

 

三越伊勢丹では、2011年度より、世界で通用する日本

の良さを改めてお客さまにお伝えし、新しい価値として再

認識していただくための取り組み「JAPAN SENSES」

（ジャパン センスィズ）に力を入れています。 

日本には、国内のみならず広く海外でも認知されてい

る日本の伝統・文化が数多く存在します。しかしその一方

で、素晴らしい作り手がおり、職人と呼ばれる人たちの優

れた技術が多数存在しているにもかかわらず、生産拠点

が海外にシフトしたことやその良さを表現する場が減少し

たことにより、それらの「産業」と、その産業が多くある地

域の疲弊が進行しています。 

三越伊勢丹では「日本を元気にしていく」という志を揚

げて、作り手（産地）と使い手（お客さま）をつなげるつな

ぎ手としての役割を担い、さまざまな取り組みを進めてい

きたいと考えています。 

 

 
折り紙のデザインモチーフに頭文字の「J」を象し、西から北までの日本
列島が織りなす四季を表現しています。 
 

時代を超えて語り継がれる日本の風習 

 

2011年11月9日～22日、日本の良さを新しい形でご紹

介するJAPAN SENSES（ジャパン センスィズ）において、

奈良時代から続く日本伝統の「ふろしき」というアイテムに

絞り込んだイベント「包んで、結んで、開いて。ふふふ、ふ

ろしき祭」が開催されました。 

今回、日本人デザイナーによるデザインや、江戸古来

の絵画、現代のアニメ柄などを、捺染（なっせん）によって

表現しました。ご来場のお客さまは、ふろしきの新しい使

い方に興味をもたれ、結び方を提案したカタログはすぐ

になくなってしまうほどでした。スカーフとしてご使用され

たり、様々な結び方でバッグにしたりと、現代のライフス

タイルにおけるふろしきの使い方を楽しまれていました。 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹 

MD統括部 呉服美術統括部 

新宿呉服美術営業部 

和装小物、着物語バイヤー 

浅子 堅一郎 

ふふふ，ふろしき祭では、日本人デザイナーにデザインを依頼しましたが、デ

ザイナーの皆さんも、日本のすぐれた伝統を残すということに共感して、喜ん

で参加していただきました。デザイナーの方々から、デザインだけではリアリ

ティーに欠けるので、ライフスタイルに合った使い方の提案もしてはどうかと

いう声をいただき、デザインだけではない新しいふろしきの価値の提案をす

ることができました。その躍動感とリアル感で「モード」になったふろしきは、時

代を超えて生まれ変わったように思います。 
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特集 

① 

 

第2回 チアアップ！ニッポンの"食" 

 

日本の食料自給率は平成22年度時点39％と各国の水

準と比較しても非常に低くなっています（農水省調べ）。自

給率アップには、国産農産物の消費拡大が最も有効な手

段と考えられ、「生産」「流通」「消費」の3つそれぞれのプ

ロセスでの取り組みが求められています。 

2011年6月8～13日、新宿伊勢丹本店において、お客さ

まに日本の地場産業商品をご紹介する「チアアップ！ニッ

ポンの"食"」を開催しました。当日は実際に生産に携わ

れている方々による販売が行われました。また、おいし

い素材を更においしくご紹介する為に、新宿伊勢丹本店

レストラン街のシェフが、会場で調理した地場産業素材つ

かった料理を、お客さまに召し上がっていただくなど、お

客さまに地場産業商品のよさをアピールすることができ

ました。 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹 

MD統括部 食品統括部 

新宿食品営業部 

他階催事バイヤー 

小泉 雅昭 

 

例えば食肉となる家畜の餌まで日本産であることにこだわった生産者の方々

に出展してもらっています。広告を出すよりも、新宿伊勢丹のお客さまへの直

接PRができるということで、非常に喜んでいただきました。また、お客さまとの

初めてのふれあいの中で、新しいことに気づかされることも多かったという感

想も多かったです。出展した商品の中には、お客さまに大変ご好評をいただ

き、新宿伊勢丹本店で常時売ることが決まったものもあります。今後も、こう

いった取り組みで、日本を元気にしていきたいと思います。 

「三越×藝大 名橋日本橋架橋100周年・アートの架け橋」 

 

2011年8月10日～22日、今年で3回目を迎えた三越と東

京藝術大学とのアートコラボレーションが三越日本橋本

店のショーウインドーを飾りました。 

本年度のテーマは、日本橋の架橋100周年を記念して、

変わり行く日本橋、これからの日本橋、街と人と橋への思

いをこめた「アートの架け橋」MUSU―結・生す。文化芸術

の起点、出逢いの場としての日本橋への思いを東京藝術

大学の学生が作品にしました。 

 

また、同時に、10日から16日までの期間、同店にて東

京藝術大学の教授が推薦した40歳以下の大学院生・卒業

生総勢126名による展覧会も開かれました。日本画、油画、

彫刻、工芸デザインに加え、通常ではあまり見ることので

きない先端藝術表現、美術教育、文化財保存修復学科も

参加、三越日本橋本店本館6階美術フロアすべてを使った、

これまでにない規模で行われました。 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹 

MD統括部  

呉服美術統括部 

日本橋美術営業部 

白木 佑児 

 

三越で展示するということは、つまり「売る」ということ、若い芸術家にとって

は、責任を持って値段をつけ、お客さまに買っていただいたあとも責任を持っ

てお付き合いを続けるという、実社会との接点を持つ機会となり、芸術家として

の自覚が芽生えるきっかけとなると、東京藝術大学の教授の方々には、非常

に感謝していただきました。お越しいただいたお客さまも、普段三越では見る

ことのできない若い芸術家の作品に期待を抱かれていました。三越伊勢丹グ

ループは、これからも若い芸術家の育成に努めてまいります。 
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特集 

② 

 

LED14万4千個余をグループ店舗に一挙に設置 

 

三越伊勢丹グループでは、2011年度下期に店舗・物流

センター・事務所ビルなど、全国29拠点に総額約11億円を

投資し、合計14万4千個余のLED照明を設置しました。節

電によって年間2,190万kWhの電力量、8,300トン余のCO2

排出量を削減し、2012年度以降、年間約2億円の電気料金

の削減にもつなげて行きます。 

LEDの優れた省エネ性能や耐久性は広く知られていま

すが、従来は、演色性の面から店頭のスポットライト用の

ハロゲン球への代用は難しいと言われてきました。 

しかし、技術革新によってLEDの光束(光の放射量、単

位:ルーメン)が増え、色温度(光の色、単位:ケルビン)の調

整がしやすくなったことから演色性が高まり、ハロゲン球

への代用が可能となったことで一気に全面的な導入を進

めることができました。 

また、ハロゲン球や放電管など比べてLEDは器具から

の放熱が圧倒的に少なく、空調負荷を大幅に軽減してく

れることや、商品に悪影響(退色や劣化など)を与える紫外

線が少ないことも大きなメリットとなっています。 

店内照明だけでなく、事務後方部門においてもLED照

明への切換えを進め、特に物流拠点の所沢センター(写

真下)では、全ての直管型蛍光灯をLEDに交換しました。 

更に、微量の水銀が含まれる蛍光管などと違い、LED

が有害物質を含まないことも廃棄などの際の環境負荷軽

減につながっています。 

 

 
照明器具周辺の温度を示すサーモグラフィ写真 
(上/ハロゲン球、下/LED) 
LED球の発熱温度が低いことから、店内の温度上昇への影響力に差が
あることがわかる 

 

 

 

2012年夏も全国的に電力需給が逼迫していたため、三

越伊勢丹グループでは、「全ての店舗・事業所において

2010年のピーク電力対比15%削減を目安に節電」を自主目

標としました。 

今後も、グループにおける様々な事業活動を通じて、

地球温暖化防止と環境汚染の予防を中心とした環境負荷

軽減に努めます。また、環境に配慮した取り組みを行い、

心豊かなライフスタイルを提案します。 

  
LED導入後の館内の様子 
 

Voice 

（株）三越伊勢丹ビルマネジメント（IMBM） 

ビルマネジメント事業部 

首都圏統括 エンジニアリング担当 

佐久間 幸則 

 

今回の大規模なLED設置に際しては、各店やお取組先の皆さんのご協力をい

ただき、大規模な交換工事を2011年度末の短期間の内に完了することができ

ました。 

また、今年5月から6月に夏場の電力需給対策を兼ねて全国店舗を巡回し、事

前に各店が立案した電力削減計画を基に、項目ごとの省エネ指導を実施しま

した。照明については、フロアごとに目視確認しながら、演出効果と電力削減

双方を最大にできるようなアドバイスを中心に確認作業を進めました。 

私たちは、本来のビルメンテナンス業務のみならず、シーズン・リモデルへの

参画などを通じて三越伊勢丹のマーチャンダイジングを理解しており、これを

舞台裏からサポートできることが強みの一つとなっています。 

今後も、省エネ設備・機器の導入などの抜本的な省エネ対策をグループ全体

で推進すると共に、収益貢献の面からも営業支援業務に注力していきたいと

思います。 
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重点 

課題 

 

グローバルグリーン・キャンペーン 

 

伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店の3店

舗で、2012年5月14日から29日まで、「グローバル・グ

リーンキャンペーン」を開催しました。このキャンペーン

は、人と人との絆・自然との共生をテーマに、平和でサス

ティナブルな地球を志向するお客さまとともに「豊かな未

来」の実現を夢として描きながら、それぞれの全館で取り

組んだものです。 

今年は「大自然への敬意」を共通テーマに、大自然の

恵みに感謝し、自然と一体化することで得られる「心の開

放感」や「躍動感」を感じていただける、ファッションと環境

にも配慮した商品を取り上げました。 

 

 
伊勢丹新宿本店 1階ステージ b.green!! By agnes b 

 

自らも環境保護活動に取り組んでいるブランドが創り出

す自然への敬意を込めたコレクションをステージで展開。

生地には農薬や化学肥料を使わずに育てた綿を使用し、

日本の伝統的な草木染から生まれた天然色です。 

 

 

 

 

三越銀座店10階 こども雑貨グリーントイズ 

 

アメリカではおなじみのプラスチックのミルクのジャグ

をリサイクルした素材を使用した、軽くて丈夫で、明るい

色や丸いフォルムが特徴の玩具<グリーントイズ>を展開

しました。 

 

 

三越日本橋本店ショウウインドウ 

 

三越日本橋本店と三越銀座店では、環境省/グリーン

TVとの協働により里地里山をテーマとしたショウウインド

ウの展示を行いました。商品展示には帆立貝の粉を原料

とするバイオマスマネキンを使用しました。バイオマスマ

ネキンは、三越伊勢丹及びグループ店舗の婦人催物会

場に使用しています。 
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重点 

課題 

 
三越伊勢丹通信販売の取り組み 

 

年間、カタログ、TVを中心に約2万種類の商品をお客さ

まにご提案させていただいている三越伊勢丹通信販売で

は、お客さまの身近な存在として、ご利用いただいている

お客さまに安心をお届けする為に、企画、商品開発段階

から販売、お届けに至るまで様々な取り組みを行ってい

ます。 

 

お客さまの不満足にしっかり対応する（商品企画） 

 

三越伊勢丹通信販売では、定期的に「品質向上専門部

会」を開催し、品質に関することについて、商品部、品質

管理担当、お客さま担当との間で、戴いた『お客様の声』

を分析し、結果を共有する一方、検品段階での不適事項

内容を検討して、お客さまのご不満の解消に向け、商品

ごとに表示の基準を明確にして、お取組先と基準の共有

化を行うなど、しっかり対応できるよう業務改善に努めて

います。 

 

品質向上専門部会開催の様子 

 

また商品企画では、お客さまからの声を商品に反映し、

次の商品開発に活かす為に、カタログ受付期間終了一ヵ

月後から、次のカタログ発刊までに約12回にわたり、企画

と商品担当で綿密な打合せを行っています。 

お客さまからの声を活かし、また、新しい素材活用や新

しい商品の提案を検討して積極的にチャレンジを行って

います。 

カシミヤなど同じ素材、原料でも、市場や産地の状況で

品質や価格に影響が変化となり出てまいります。商品担

当はすばやくその情報をキャッチして商品作りに活かし

ています。 

また、加工・製造過程においても原料の染色、紡績工場、

生産工場など、ひとつの商品が出来上がるまでの過程を

経て、最終的にお客さまがご納得・ご満足いただけるよう

な品質の商品が出来上がるよう、品質管理担当と商品担

当、お取組先の三者が連携し、お客さまの満足やご期待

の実現のために、一緒になってそれぞれの視点から品

質確認を行います。特にアパレル関連の商品では、カシ

ミヤ商品、婦人コート等について戦略的に強化していま

す。 

 

品質管理における検査のプロセス 

生地の性能検査 （Ⅰ検） 

納品前外部検査機関検品 （Ⅱ検） 

商品検査 （Ⅲ検） 

受入れ（納品時）検査 （Ⅳ検） 

 

商品担当バイヤーによる検査内容、品質基準等の確認を

実施 

 

品質管理担当が主体となり検査体制の確認を行ってい

ます。 

さらにその体制の中で、行われている検査内容とその

検査基準をお互いに理解し実施しているかを品質管理担

当、商品担当と検査機関※と一緒になり確認を行っていま

す。 

また、検査機関から発行される各種証明書について、

提案商品がお客さまのご期待に確実にお応えできる商品

かを判断する為に、商品担当は定期的に検査・検品機関

を訪問して検査内容を確認して決められた基準に照らし

合せた検査を実施しているかを確認しています。 
※ 検査機関： 一般財団法人 カケンテストセンター 

  一般財団法人 日本繊維製品技術センター 

  検品機関： （株）ハクホウ 他 
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重点 

課題 

 
主な検査確認内容(繊維部門・雑貨部門) 

 

①②靴類(表底剥離強さ・ヒールの衝撃強さ・取付強度他)、

傘類(傘骨の強度・中骨の曲げ強度・漏水性他)、鞄類

(把手・肩ひもの取付強度、縫目強度他)、ベルト(金具

取付強度・引張強度他)など雑貨品の試験。 

 

③ 繊維製品の基礎試験である染色性(耐光・洗濯・汗・摩

擦・ドライ・水他)・物性(寸法変化・強度他)・混用率・ホル

マリンの他、羽毛の試験、機能性(撥水性・ＵＶケア他)

などの試験 

 

 

①検査機関（カケン）傘漏水性検査 

 

②検査機関（カケン）靴類検査・確認 

 

 

③検査機関（カケン）羽毛検査 試験 

 

再び、納品過程でチェックの実施 

 

商品等はお取組先にも協力頂き、企画どおりの商品で

あるかの品質確認を検査機関の協力で品質検査を実施し

ています。 

お客さまがご覧になられたカタログ、TV媒体通りの商

品をお届けすることが品質に関するお客さまの安心と信

頼をいただくことにとって重要になります。 

昨年度は、お取組先と共同企画商品で、生産工場から

納品された商品と品質に違いがあることが納品後の自主

商品検査で判明したことをうけ、検査・検品のプロセスを

改めて強化しました。ひとつの商品が出来上がるまでに、

さまざまな工程と人の手が関わっている一方で、出来上

がった商品の検品を最後までしっかりと行い、ゆき届いた

トータルなサービスで、期待に応え続けることがお客さま

の『安心』と将来にわたるかけがえのない『信頼』関係づく

りにつながっていると考えて、引き続き取り組んでまいり

ます。 
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重点 

課題 

 
従業員が働きがいを感じ、意欲を活かせる組織･制度へ 

 

三越伊勢丹グループでは、従業員が働きがいを感じ、

能力を最大限に発揮できるための支援を行う仕組みづく

りを推進しています。また、お客さまとの対話を大切にす

る経営を志しており、店頭の販売力向上のための人材育

成に力を入れています。こうした店頭力は経験に裏打ち

されるものであることから、より働きやすい環境を整備し、

より長く継続的に当社グループの企業マインドを継承しな

がら働いていただく方を増やすことが重要であると考え

ています。そのため、従業員が仕事と生活の両立をし、ま

た様々なライフイベントなどで日々の生活に大きな変化

が生じた場合も安心して働けるよう、また、従業員が家族

と過ごす時間や、プライベートな時間を十分に取れるよう、

各種制度や勤務形態を整備・改善するとともに、より有給

休暇を取得しやすく、各種制度を活用しやすい環境づくり

を進めています。2008年4月の経営統合以来、三越・伊勢

丹それぞれの人事制度上の課題を洗い出し、2010年4月

にはグループ人事制度を統一化。2011年4月の首都圏事

業会社統合により、一斉運用を開始しました。 

 

 

販売員に代わる呼称 「スタイリスト」 

 

2012年度から、三越伊勢丹グループでは、最も重要な

「販売」に携わる皆さんを大切にし、今まで以上にリスペク

トしていこうと、従来の「販売員」という呼び名を見直し、店

頭の最前線で販売をするスタッフはもちろん、お客さまと

接点をもつすべての従業員を「スタイリスト」という呼称に

し、企業の姿勢として主に社内で活用しています。「スタイ

リスト」というと、一般的にはアパレルなどで活躍する職

業としてのスタイリストをイメージされると思いますが、三

越伊勢丹の「スタイリスト」は、顧客接点を通じて、お客さ

まの豊かさを、お客さまの魅力を、お客さまの上質を、お

客さまの感性を、お客さまのあたらしさを、お客さまの未

来をスタイリングしていくことを目指しています。 

さらに、2011年度から、お取組先の方を含めたすべて

の「スタイリスト」の中から、日々の接客のなかで高い成

果を上げている人を、敬意をもって表彰・認定する制度が

首都圏の（株）三越伊勢丹でスタートし、2012年度からは

グループ全社に拡大します。 

 

 
エバーグリーン表彰の様子 
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重点 

課題 

 
育児制度の効果的運用 

 

育児制度については、法定を上回る産前8週間・産後8

週間の産前産後休暇を設定しているほか、育児休業は、

子どもが4歳になるまで最長3年まで取得できるように統

一しました。育児勤務（短時間勤務）については、1子につ

き小学校3年修了時まで取得でき、在籍期間中、育児休業

と育児勤務を合わせて最長10年まで取得可能です。 

こうした制度は、もちろん正社員だけでなく、月給制契

約社員（メイト社員）も対象としています。出産後の復職率

は9割を超えており、現在、グループ全体で約380名の従

業員が育児勤務という就業形態を通じて、仕事と家庭の

両立を図っています。 

 

ワーキングマザー・セミナー 

 

育児休業後の職場復帰にあたっては、人事制度の説明

（復職時の労務知識の向上）や職場復帰した制度利用経

験者からのアドバイスを聞ける「ワーキングマザー・セミ

ナー」を開催しています。2011年度からは、三越・伊勢丹

合同開催となり、2012年6月に開催のセミナーには、対象

者74人が参加しました。また、育児勤務中の従業員が悩

みや情報を共有できる「ワーキングマザー情報交換会」

や、育児休業者を対象とする「復職準備質問会」も開催し

ています。育児休業者には毎月、社内報や月次トピックス

レターを発送し、グループへの帰属意識を持続していた

だくなど、職場復帰支援にも力を入れています。 

 

 

 

「ワーキングマザー・セミナー」の様子 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹 

MD統括部 紳士統括部  

新宿紳士営業部 

メンズデザイナーズ 

セールスマネージャー 

酒井 麻里 

 

三越に入社し、日本橋本店の紳士用品部に勤務。入社10年目にはストアバイ

ヤーの職務につき、楽しく充実した仕事をしていました。32歳の時に妊娠しま

したが、当時は紳士用品部で育児勤務者が一人もいない中で、出産後、８か月

の育児休業を経て、育児勤務制度を活用し、三越日本橋本店の現場に戻りまし

た。その後、第１子による育児勤務７年目に第２子を出産し、育児勤務を継続し

ました。社外では、学校役員を引き受けるなど地域でのネットワークづくりを進

め、社内では育児勤務制度の利用者同士、情報交換に取り組み、多くのお母

さんたちと対話を通じてアドバイスし合い、仕事と育児の両立に取り組みまし

た。2010年、育児勤務を終了し、同10月、伊勢丹新宿本店に異動。異動2週間後

に、昇格試験に挑み、合格し、現在、セールスマネージャーとしてお仕事をさ

せていただいています。 

今後も子育てを通じて培ってきた人脈、ネットワークづくりの経験をマネー

ジャー業務に生かし、後輩たちの育成に力を入れ、子育てしながらも入社当時

の夢を忘れずに、みんなが自己実現できる豊かな職場づくりに一役買ってい

きたいと考えています。 
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重点 

課題 

 
契約社員の社員登用制度 

 

三越では2006年度から、伊勢丹では2005年度から、有

期雇用の社員の中から、リーダーシップを発揮できる自

律性の高い人材に対し、社員に登用する制度を導入する

ことで、さらなる活躍の場を提供しています。また、やむ

を得ず育児や介護、配偶者の転勤を理由に退職した社員

や月給制契約社員(メイト社員)を対象に、退職後8年以内

であれば、優先的に再雇用する制度も設けています。 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹 

MD統括部 婦人統括部  

新宿婦人第三営業部 

インターナショナルデザイナーズ 

アシスタントセールスマネージャー 

府川 高子 

 

私は、1991年当時の伊勢丹に入社し、大学入学のため、一度1994年に退社し

ました。卒業後も、再度、伊勢丹で働きたいと考えましたが、当時は復職制度

がなかったため、1997年、できたばかりの人事制度であるメイト社員（月給制

契約社員）に応募し、第1期生として入社しました。 

当時、伊勢丹新宿本店で、ファッション界で非常に注目を浴びていたお買場（売

場のこと）「解放区」に希望通りの配属になりました。「解放区」では7年間、

ファッションや接客や、メイト社員としては珍しかったお買場のリーダーも経験

させていただき、また、他のお買場に異動した後も、リーダーとしてお買場の

オペレーションを学びました。こうした経験を積むうちに、2005年、社員転換制

度ができ、試験に合格し、社員転換1期生となりました。人事制度の改定の節

目そのものが、自分のやりたかったことを見つめ直す良い機会にもなりまし

た。2011年には、やはり最新のファッションをお客さまにいち早くご紹介できる

現お買場を希望し異動、更に2012年度には昇格、現お買場のアシスタントセー

ルスマネージャーになりました。今までのように接客する時間は減ってしまし

ましたが、お得意さまがわかり、一緒に働くスタッフとともにつくりだしていく、

「お買場のオペレーション力」を強みとして、イベントも任せられています。大

変に思うこともありますが、お客さまの喜ばれる顔が見られることを励みに取

り組んでいます。後輩のメイト社員から相談のあるときには、自分たちの学ん

できた経験が強みであること、また会社の制度を最大限活かすべきと、社員

転換することを勧めています。私自身、与えていただいた、機会をフルに活か

して、将来的には、未経験の分野も視野にいれて挑戦していきたいと思ってい

ます。 

 

 

労使共同宣言 ～適正な労働時間について～ 

 

「適正な労働時間管理」は、従業員の健康管理および企業の

コンプライアンスの観点において、非常に重要です。私たち百貨

店業は、お客さまからの信用・信頼の上に成り立つ企業です。企

業の社会的責任に対する要請は昨今厳しさを増しており、全従

業員がルールを守ることの大切さを認識しなければなりま

せん、2011年4月、会社と労働組合は、「適正な労働時間を実践

し、働きやすい環境をつくろう」という「労使共同宣言」をいたしま

した。今後徹底して長時間労働および不払い労働撲滅のための

取り組みを行っていき、ワーク・ライフ・バランスの観点において

も所定労働時間内で業務を終わらせる効率的な働き方を推進

し、業務改善に取り組んでまいります。 
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重点 

課題 

 
より上手に、丁寧かつ正確に。お買場の付帯業務を支援 

 

百貨店の最優先業務は「販売サービス」ですが、店頭

では「接客」以外に、事前準備を必要とするさまざまな「付

帯業務」が発生します。販売員が接客時間の合間を縫っ

て、こうしたすべての作業を丁寧に行うことは、時間と空

間の制約があり、困難であるのが現実です。 

そこで、店頭の販売員がお客さまと過ごす時間を増や

すために、こうした作業を店頭業務から切り離し、「より上

手に、丁寧かつ正確に作業してくれる人に専任してもらう

ことはできないか」との発想から、2004年9月に百貨店唯

一となる特例子会社として（株）伊勢丹ソレイユを設立。主

に知的障がい者に活躍していただく場として、障がい者

の雇用を促進してきました。2011年4月、三越と伊勢丹の

統合に伴い、（株）三越伊勢丹ソレイユとなり、新宿・落合

に加え豊海にも事業所を開設。現在は伊勢丹全店と、三

越日本橋本店を中心に販売業務支援を行っています。 

 

ギフト用リボン作りやギフトパッケージにリボンシールを貼る仕事など付
帯業務 

 

「知的障がい者の方は、同じ作業を反復し、粘り強く正

確に作業できる、健常者にはない能力を持っている」と豊

海センターの田谷センター長は言います。店頭での付帯

業務を主体に、経理や人事など管理部門からも知的障が

い者ならではの能力を発揮できる業務を抽出。現在では

80種類を超える業務を担っています。 

2012年6月1日現在の三越伊勢丹グループの障がい者

雇用率は1.86％です。 

 

 

 

Voice 

（株）三越伊勢丹ソレイユ 

代表取締役社長 

四王天 正邦 

 

 

「障がい者を雇用しなければならない」という義務感からの視点だけではなく、

彼らの能力を活用し、業務性質によって最適人材を配置するワークシェアリン

グを実現すること。このコンセプトが障がい者雇用拡大や企業利益を向上さ

せ、お客さま満足の最大化に結びつきます。この取り組みにより、店頭の付帯

業務は軽減され、その時間を「販売サービス」に充てることができます。また、

三越伊勢丹ソレイユで働く障がいを持った社員たちも、本業に貢献する一員と

して、労働の喜びや社会人としての誇りを感じています。障がいのある人が企

業人として育つ環境を整え、そこで働く人たちが喜びを感じ、その成長が事業

に貢献できるしくみを構築すること。これは、どこにも負荷がかからず、企業を

取り巻くすべてのステークホルダーに利益と幸福感をもたらす取り組みだと考

えています。 

 

 



        雇用・人材 

        三越伊勢丹 従業員の構成 
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重点 

課題 

 
従業員構成（2012年4月1日現在） 

 

全従業員数  11,959人 

平均年齢………42歳2カ月 

平均勤続年数…13年1カ月 

従業員数（社員） 5,907人 

平均年齢…………42歳4カ月 

平均勤続年数……20年8カ月 

男性            3,033人 

平均年齢 …… 43歳10カ月 

平均勤続年数… 21年5カ月 

女性            2,874人 

平均年齢  ……… 40歳8カ月 

平均勤続年数 … 19年11カ月 

   
男性  3,790人 

平 均 年 齢 ／45歳4カ月 

平均勤続年数／17年8カ月 

 
女性  8,169人 

平 均 年 齢／40歳10カ月 

平均勤続年数／10年11カ月 

社員 [ 5,907人 

49.4％ ] 80.0% 3,033人 35.2% 2,874人 

メイト社員 [ 1,876人 

15.7％ ] 3.1% 117人 21.5% 1,759人 

フェロースタッフ [ 3,411人 

28.5％ ] 3.7% 142人 40.0% 3,269人 

エルダースタッフ [ 641人 

5.4％ ] 11.9% 452人 2.3% 189人 

その他 [ 124人 

1.0％ ] 1.2% 46人 1.0% 78人 

計 3,790人 8,169人 

注；メイト社員は月給制契約社員のこと フェロースタッフは時給制契約社員のこと エルダースタッフは定年後再雇用のこと 

 

年齢別構成（2012年4月1日現在） 

全従業員      社員     

  

男性 

3,790人 

 

女性  

8,169人 

   

男性 3,033

人 

 

女性 

2,874人 

～20代 [ 
2,232人 

18.7％ ] 12.1% 459人 21.7% 1,773人  ～20代 [ 
662人 

11.2％ ] 11.4% 347人 11.0% 315人 

30代 [ 2,746人 

23.0％ ] 17.4% 658人 25.6% 2,088人  30代 [ 1,534人 

26.0％ ] 18.4% 557人 34.0% 977人 

40代 [ 
3,339人 

27.9％ ] 30.6% 1,159人 26.7% 2,180人  40代 [ 
2,245人 

38.0％ ] 37.2% 1,127人 38.9% 1,118人 

50代 [ 2,640人 

22.1％ ] 27.4% 1,039人 19.6% 1,601人  50代 [ 1,466人 

24.8％ ] 33.0% 1,002人 16.1% 464人 

60代～ [ 1,002人 

8.4％ ] 12.5% 475人 6.5% 527人  60代～ [ 662人 

11.2％ ] 11.4% 347人 11.0% 315人 

計 3,790人 8,169人  計 3,033人 2,874人 

 



        地域密着の取り組み 
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地域・ 

社会貢献① 

 
KISS THE HEART #1 2012/2/1～27日(銀座店は26日まで) 

 

三越伊勢丹の基幹3店舗である、新宿伊勢丹本店、日

本橋三越本店、三越銀座店において、全21箇所のウイン

ドーを使って、「TOKYO FRONTLINE」プロデュースによる、

若手アーティストの作品展示を行いました。また作品は、

展示後チャリティオークションにより、金額3030千円が東

北芸術工科大学による「こども芸術の家プロジェクト」に寄

付され、東日本大震災の被災地のこどもの芸術の力の育

成に役立つことができました。 

アートによる人間の力の復興を信じ、社会貢献事業と

日本文化を正しくお伝えすることが私たちの使命と考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

Voice 

京都造形芸術大学教授 

TOKYO FRONTLINE  

ディレクター/オーガナイザー 

後藤 繁雄 氏 

 

今回のプロジェクトは、若手アーティストの才能を通じた復興支援であり、アー

トの力により、被災地だけではなく、ウインドーを見た方々すべてを元気にし

ていきたいと考えています。私はつねづね大学で、「アートはQUESTION(問

い)であり、デザインはSOLUTION(解決)である」と教えています。今回の作品

は、東日本大震災をテーマとしており、アーティストからの「問い」に当たるメッ

セージを、いかに世の中に伝えていき、ご覧になるお客さまが、震災につい

て感じ考えていただけるか、それがプロデュース側のSOLUTIONにつながる

使命だと思っています。そして同時に、アートをショーウインドーで見せること

で、街を美術館にし、お客さまの感性を刺激したり、ファッションを新しく楽しむ

ためのアートフュージョンの提案をしていけたらと考えています。 

 

Voice 

東北芸術工科大学 

常務理事 

野村 真司 氏 

 

 

「こども芸術の家プロジェクト」のメインプロジェクトの、「キッズアートキャンプ

山形 2012」を2012年8月3日から5日まで開催しました。参加したのは、主に福

島県南相馬市に住むこどもたちと、そのご家族です。中には、別々に暮らして

いる親子もおり、一緒に過ごせる時間を作ることができ、こどもたちの笑顔、そ

れを見たご家族の笑顔が生まれました。イベントを約80名の共同作業で進

め、最終日には公演という形で作品を作り上げました。3日間、一つのゴール

に向かって進めた仲間としての団結力と絆が生まれました。今後も、東北芸術

工科大学は、地域支援に力を入れ、人のため、地域のために、積極的に活動

させていただきたいと思っております。 

 



        地域密着の取り組み 
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地域・ 

社会貢献① 

 
3月 

タイトル ：三越伊勢丹大誕生祭チャリティ 

内  容 ：（株）三越伊勢丹の誕生を機に、全国のグループ店あ

わせ29店舗で開催。 

寄付先 ：WWFジャパン、日本赤十字社（被災地支援） 

チャリティ内容：ベアブリック販売 チャリティグループ29店舗 

グループ寄付金額：19,985,800円 

 

4月 

タイトル ：安野光雅「日本のふるさと情景」展 

内  容 ：日本の風景画家、絵本作家として名高い、安野光雅

氏の作品展来会の入場料を全額寄付 

寄付先 ：社会福祉法人産経新聞、厚生事業文化団 

チャリティ内容：伊勢丹新宿店 入場料収入 

グループ寄付金額：668,500円 

 

6月 

タイトル ：束見本フリーノートチャリティ 

内  容 ：出版社協力の下、束見本をチャリティとして販売。 

東京都の学校の芝生化のための寄付。 

寄付先 ：東京都「緑の東京募金」（学校の緑化） 

チャリティ内容：三越日本橋本店 

グループ寄付金額：312,286円 

 

8月 

タイトル ：彩り祭チャリティキャンペーン 

内  容 ：日本の森に焦点をあて、そこに暮らす日本固有種の

「ニホンヤマネ」をクローズアップしたキャンペーン。

ヤマネのぬいぐるみ販売による収益金はヤマネ協

会への寄付。 

寄付先 ：フォレストック協会(カーボンフリーコンサルティング)､

ヤマネキープ協会 

チャリティ内容：ベアブリック販売チャリティグループ15店舗 

グループ寄付金額：5,623,300円 

10月 

タイトル ：ピンクリボンキャンペーン 

内  容 ：乳がん月間である10月に、ピンクリボンバッチ販売。 

寄付先 ：NPO法人乳房健康研究会 

チャリティ内容：ピンクリボン販売チャリティ伊勢丹首都圏6店舗 

グループ寄付金額：1,977,497円 

 

12月 

タイトル ：「メリーグリーンクリスマス」 

内  容 ：今年度で6年目になるキャンペーン。本年度は東日本

震災被災地の子どもたちへの机や椅子の寄贈に。 

寄付先 ：グリーンサンタ基金 

チャリティ内容：ベアブリック販売チャリティグループ44店舗 

グループ寄付金額：14,648,800円 

 

2月 

タイトル ：「KISS THE HEART#1」東日本復興支援キャンペーン 

内  容 ：アート支援と被災地支援を目的とした21人の新鋭

アーティストと協働で、共通テーマに基づくアート作品

の各店ウインドーでの展示とチャリティオークション 

寄付先 ：こども芸術の森プロジェクト 

チャリティ内容：作品のチャリティオークション 伊勢丹新宿本店 

三越日本橋本店 三越銀座店 

グループ寄付金額：2,885,725円 

 



        東日本大震災への対応 
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地域・ 

社会貢献② 

 
三越伊勢丹グループの東日本大震災への対応と支援、

ボランティアなど被災地復興への取り組み 

 

三越伊勢丹グループでは、被災地の新たな再生を強く

願い、被災地の皆さまの健康と明るいお未来のために、

グループの力を合わせてできる限りの支援を続けていき

たいと考えています。 

地震発生後の対応から今までの当社グループの主な

取り組みについてご報告いたします。 

 

仙台三越、三越石巻ほか当社グループの被災状況 

 

3.11東日本大震災(当時東北地方太平洋沖地震)により、

当社グループにおいては、仙台三越、三越石巻の2店舗

が直接の被害をうけました。仙台三越は、本館と別館をつ

なぐ連絡通路に屋上の避雷針が落下してささり、さらには

本館建物自体にゆがみの懸念と躯体の心配が生じまし

た。しかし幸い地盤も固く、建物躯体に問題はありません

でした。一方で、店内は破損したガラスの散乱のほかス

プリンクラーの破損で水浸し、自家発電装置が使用でき

なくなり、営業が行える状況ではありませんでした。三越

大河原についても仙台店同様休業せざるをえない状況で

した。 

また三越石巻では、津波で建物が約2メートル浸水した

損壊、商品や設備も被害を受け、業務が行えない状況で

した。 

しかし、被災の復旧に取り組み、地域に密着し、地元の

皆さまの暮らしを支え、復興のために役立つ存在でなけ

ればならないという百貨店としての使命を果たすために

も、できる限り早い時期での営業再開を目指しました。三

越伊勢丹ホールディングスを中心に、グループ各社はも

ちろん、数多くのお取引先にもご協力いただき、店舗再開

に向けての取り組みを行い、仙台三越では3月23日には

食品売り場を、4月15日には全館で営業を再開させました。

このときお客さまから、「店を開けてくれありがとう。」「電

話をくれてありがとう。」と数多くのお言葉をいただき、お

客さまのために働くことの意味を噛み締めて、改めてお

客さまのありがたさを、従業員全員が再認識いたしまし

た。 

 

三越石巻では、従来の店舗は使用ができず、11月に、

近隣のビルの一角を借りての臨時営業を再開していまし

た。これもお客さまからの強い要請に応える形で、2012年

の3月8日に、場所を移して新たな店舗を構えて営業を再

開することができました。 

より身近な存在として、地域の新たな発展を強く願って、

お客さまや地域社会に向きあうという三越伊勢丹グルー

プのグループ企業理念の実践すなわち三越伊勢丹グ

ループのCSRとして社会課題の解決に役に立ち、関わる

皆様の未来が豊かになることにつながる一歩になったと

考えています。 

 

被災者・被災地への復興支援について 

 

三越伊勢丹グループでは、地元に密着した百貨店とし

て本来の業務を通じての被災地の復興支援に加え、その

ほかにもさまざまな支援を行いました。 

柱となるものは、三越伊勢丹グループが行う企業自ら

の支援活動、グループの従業員が行うボランティア活動、

さらには百貨店のハブ機能を活かして全国の店舗で募金

による支援を集めて被災地に届ける活動です。 

2011年3月12日より、ミネラルウォーター(350mℓ～2ℓ) 

約3万3千本、ジュース・お茶・その他飲料水 約8万5千本、

米(5kg) 約360袋、保存用パックご飯 約2,100食、レトルト、

カップ麺他食料品 約19万食相当、防寒衣料 約5千着、寝

具 約1千点、肌着 約1万7千点、マスク 約33万点、バスタ

オル・タオル 約2万1千点、携帯カイロ 約1,000点、カセッ

トコンロ(ボンベ) 約50点、トイレットペーパー 約1,600点、

消毒液 約4,600点他、合計32便で、総額約9,000万円の物

資を被災地災害対策本部他にお届けしました。 

また三越伊勢丹グループとして、広域被災状況に対す

る活動支援により有効との視点から、被災地支援団体で

あるNPO法人ジャパン・プラットフォームに2,000万円を寄

付しました。さらに三越伊勢丹グループの義捐金として、

3,000万円を日本赤十字社に寄付しました。 

募金活動(2011年3月12日から2012年6月25日まで)では、

全国の店舗にご来店された数多くのお客さまかにご賛同、

ご協力いただき、59,184,300円を日本赤十字社を通じて被

災地に届けることができました。この百年に一度といわ

れるほどの災害の爪あとが元のとおりになるように願っ

て、復興宣言までを一つの目安として、継続していく予定

でおります。 
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地域・ 

社会貢献② 

 
仙台三越の従業員を中心にしたボランティア活動の取り

組み 

 

仙台三越では、3月1日を「震災を忘れない日」として店

舗休業日とし、従業員有志によるボランティア活動を実施。

社員・パートナースタッフ約180人が参加し、貸切バスで石

巻市にお伺いし、三越石巻が新規オープンする立町商店

街を中心に、挨拶回りや商店街の清掃、石巻市の花であ

るツツジのプランター100鉢の設置を行いました。 

また、石巻市内の幼稚園へ<グランパパ>の玩具を寄贈

するために訪問。さまざまな使い方のレクチャーをとおし

ての園児の皆さまとのふれあいや、楽しい時間をともに

過ごしました。 

三越伊勢丹グループ労働組合では、岩手県 釜石市・

大槌町の小学生を福岡に招き、地元の小学生との交流を

してもらう｢レインボーキャンプ ふくおか2012｣に、非営利

特定活動法人 共助の場 集楽、福岡NPO共同事務所「び

おとーぷ」、被災児童疎開支援ボランティア筑前とともに

共済し、組合員のボランティアとともに、被災地の児童を

元気づける活動を行いました。このほかにも、三越伊勢

丹グループから、40名が、被災地でのボランティア活動

に参加しています。 

 

最後に これからに備えて 

 

事業継続のために、まず首都直下地震について2012

年5月に発表された東京都の新被害想定や、2012年9月発

表の内閣府新被害想定から、災害シナリオの見直しを実

施しています。現在の事業継続のための部分的初動対応

から、グループ全体でのリスクマネジメントの観点より事

業継続計画の総点検を行い、今までの復旧力全体をより

高めてまいります。 

 

 

 
石巻プランター 
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